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の
中
で
は
、
例
え
ば
法
治
国
家
を
目
指
す
ハ
ー
リ
ヒ
の
民
主
化
計
画
の
先
進
性
や
、

民
衆
と
の
連
携
の
弱
さ
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

4
（

。

　

ま
た
、
ハ
ー
リ
ヒ
事
件
は
一
九
五
六
年
の
国
際
情
勢
を
抜
き
に
し
て
理
解
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
の
年
、
ソ
連
共
産
党
大
会
で
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
が
行
わ
れ
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
で
は
ゴ
ム
ウ
カ
が
権
力
の
座
に
つ
い
た
。
さ
ら
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
ラ
ー

コ
シ
と
ゲ
レ
ー
の
政
権
が
崩
壊
し
、ソ
連
に
よ
る
軍
事
侵
攻
と
い
う
結
果
に
至
っ
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
五
〇
周
年
を
迎
え
た
二
〇
〇
六
年
か
ら
は
、
ハ
ー
リ
ヒ
事
件
を
こ

の
変
動
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
研
究
も
生
ま
れ
て
い
る）

5
（

。
さ
ら
に
二
〇
一
〇

年
代
半
ば
か
ら
は
、
後
年
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
思
想
家
と
し
て
の
ハ
ー
リ
ヒ
を
、
後
の
東

ド
イ
ツ
の
反
対
派
で
あ
る
バ
ー
ロ
や
ハ
ー
ヴ
ェ
マ
ン
と
の
比
較
や
関
係
か
ら
論
じ
る

研
究
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る）

6
（

。

　

こ
れ
ま
で
、
ハ
ー
リ
ヒ
の
政
治
行
動
の
是
非
や
構
想
の
実
現
可
能
性
が
詳
し
く
論

じ
ら
れ
る
一
方
で
、
一
九
五
六
年
に
彼
が
書
い
た
一
連
の
テ
ク
ス
ト
を
再
構
成
し
、

そ
の
特
徴
を
検
証
す
る
作
業
は
、
十
分
に
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。
た
と
え

ば
、
彼
は
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
作
ら
れ
た
国
家
と
社
会
の
仕
組
み
を
「
ス
タ
ー
リ
ニ

ズ
ム
」
と
呼
び
、
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
（
以
下
Ｓ
Ｅ
Ｄ
）
に
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム

 

　
　

ヴ
ォ
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フ
ガ
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伊
豆
田
俊
輔
　　

　
　
　
　

１　

は
じ
め
に

　

一
九
五
六
年
一
一
月
二
九
日
、
東
ド
イ
ツ
の
改
革
を
求
め
て
い
た
哲
学
者
の
ヴ
ォ

ル
フ
ガ
ン
グ
・
ハ
ー
リ
ヒ
（W

olfgang H
arich

、
一
九
二
三
‐
一
九
九
五
）
が
逮
捕

さ
れ
た
。
翌
年
三
月
の
裁
判
で
彼
に
は
懲
役
一
〇
年
の
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
。
ハ

ー
リ
ヒ
と
彼
が
勤
め
る
ア
ウ
フ
バ
ウ
出
版
社
幹
部
た
ち
の
裁
判
は
公
開
で
行
わ
れ

た
。事
前
の
取
り
調
べ
で
検
察
に
脅
さ
れ
て
い
た
ハ
ー
リ
ヒ
は
、法
廷
で
自
ら
の「
罪
」

を
認
め
、
さ
ら
に
五
七
年
七
月
に
行
わ
れ
た
ア
ウ
フ
バ
ウ
出
版
社
社
長
の
ヴ
ァ
ル
タ

ー
・
ヤ
ン
カ
（W

alter Janka

、
一
九
一
四
‐
一
九
九
四
）
た
ち
の
裁
判
で
は
、
検

察
側
証
人
と
し
て
法
廷
に
立
つ
こ
と
に
な
る）

1
（

。

　

ハ
ー
リ
ヒ
の
改
革
構
想
と
そ
の
失
敗
（
以
下
「
ハ
ー
リ
ヒ
事
件
」）
は
、
冷
戦
期

に
は
「
現
存
す
る
社
会
主
義
」
の
改
革
可
能
性
や
、
体
制
内
反
対
派
の
事
例
と
し
て

論
じ
ら
れ
て
き
た）

2
（

。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
ヤ
ン
カ
の
告
発
的
回
想

録
の
出
版
を
き
っ
か
け
に
、
ハ
ー
リ
ヒ
と
ヤ
ン
カ
の
間
で
非
難
の
応
酬
と
な
り
、
議

論
は
知
識
人
の
倫
理
を
問
う
も
の
に
な
っ
た）

3
（

。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
当
事
者

が
遺
し
た
資
料
と
文
書
館
史
料
を
用
い
た
研
究
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
研
究
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と
の
決
別
を
訴
え
て
い
た
が
、そ
の
「
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
」
と
は
、い
か
な
る
現
象
で
、

何
が
問
題
な
の
か
十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ハ
ー
リ
ヒ
事
件
の

背
景
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
ル
カ
ー
チ
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
き
た
た
め
、
東
ド

イ
ツ
に
お
け
る
芸
術
家
や
研
究
者
、
技
術
者
な
ど
、
よ
り
広
範
な
知
識
人
た
ち
と
の

共
通
点
や
相
違
点
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
ハ
ー

リ
ヒ
の
改
革
構
想
は
一
体
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
り
、
ど
の
程
度
同
時
代
の
東
ド
イ

ツ
の
知
識
人
た
ち
と
意
見
を
共
有
し
て
い
て
、
彼
の
独
自
性
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
以
上
の
論
点
に
留
意
し
つ
つ
、
本
論
で
は
ハ
ー
リ
ヒ
の
構
想
の
特
徴
を
明

ら
か
に
し
た
い
。

　

本
論
が
依
拠
す
る
史
料
は
、
ハ
ー
リ
ヒ
の
著
作
集
や
自
伝
、
伝
記
、
ア
ウ
フ
バ
ウ

出
版
社
の
関
係
者
の
回
顧
録
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
で
あ
る
。
ま
た
、
東
ド
イ
ツ
の

知
識
人
が
第
二
〇
回
党
大
会
を
い
か
に
受
け
止
め
た
の
か
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ハ

ー
リ
ヒ
も
そ
の
結
成
か
ら
関
与
し
て
い
る
知
識
人
の
結
社
、「
文
化
同
盟
」（
以
下
、

同
盟
）
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
用
い
る）

7
（

。

　
　
　
　

２　

 

ハ
ー
リ
ヒ
の
経
歴

　
（
１
）
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
わ
り
ま
で

　

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ハ
ー
リ
ヒ
は
一
九
二
三
年
に
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
で
生
ま

れ
た
。
父
親
ヴ
ァ
ル
タ
ー
（W

alther H
arich

、
一
八
八
八
‐
一
九
三
一
）
は
作
家

で
あ
り
文
学
史
家
で
も
あ
っ
た
。
母
親
の
ア
ン
ネ
＝
リ
ー
ゼ
（A

nne Lise H
arich

、

一
八
九
八
‐
一
九
七
五
）
は
か
ね
て
か
ら
ナ
チ
に
批
判
的
で
あ
り
、
父
親
死
後
の
ヴ

ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
の
反
ナ
チ
的
な
思
想
形
成
に
影
響
を
与
え
た
。
彼
は
四
〇
年
に
ベ
ル

リ
ン
に
引
っ
越
し
、
そ
こ
で
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
通
っ
た
が
、
卒
業
資
格
試
験
で
書
い
た

ク
ラ
イ
ス
ト
に
関
す
る
文
学
論
が
反
ナ
チ
的
と
判
断
さ
れ
た
た
め
に
正
規
の
大
学
入

学
資
格
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た）

8
（

。

　

一
九
四
二
年
の
秋
に
ハ
ー
リ
ヒ
は
国
防
軍
に
招
集
さ
れ
た
。
彼
は
東
部
戦
線
に
送

ら
れ
た
が
、四
四
年
に
は
脱
走
に
成
功
し
、ベ
ル
リ
ン
の
反
ナ
チ
抵
抗
グ
ル
ー
プ
「
エ

ル
ン
ス
ト
」
に
加
わ
る）

9
（

。
エ
ル
ン
ス
ト
は
共
産
主
義
者
や
自
由
主
義
者
な
ど
、
多
様

な
人
び
と
が
活
動
す
る
団
体
だ
っ
た）
10
（

。
彼
は
抵
抗
運
動
の
中
で
共
産
主
義
者
た
ち
と

知
り
合
い
、
レ
ー
ニ
ン
な
ど
の
著
作
を
読
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う）
11
（

。

　

そ
し
て
一
九
四
五
年
四
月
の
ベ
ル
リ
ン
の
市
街
戦
な
か
で
ハ
ー
リ
ヒ
は
、
モ
ス
ク

ワ
亡
命
か
ら
帰
還
し
た
ド
イ
ツ
共
産
党
（
以
下
Ｋ
Ｐ
Ｄ
）
幹
部
や
ソ
連
軍
将
校
と
出

会
う）
12
（

。
反
ナ
チ
活
動
家
と
し
て
信
頼
で
き
る
経
歴
の
た
め
、
彼
は
Ｋ
Ｐ
Ｄ
か
ら
も
ソ

連
占
領
軍
か
ら
も
有
用
な
人
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
（
２
）
一
九
五
六
年
ま
で

　

戦
後
の
ハ
ー
リ
ヒ
は
そ
れ
ま
で
の
経
歴
と
才
能
を
活
か
し
、
批
評
や
学
問
、
出
版

の
分
野
で
活
躍
し
た
。
一
九
四
七
年
、
彼
は
正
式
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
学
生
と
な
っ

た
。
そ
し
て
翌
年
に
は
大
学
で
史
的
唯
物
論
や
政
治
経
済
学
を
教
授
す
る
為
の
講
師

養
成
講
座
を
修
了
し
、
同
大
学
教
育
学
部
の
講
師
に
な
っ
た）
13
（

。
さ
ら
に
五
一
年
に
は

ヘ
ル
ダ
ー
に
関
す
る
論
文
で
博
士
号
を
取
得
し
、
そ
の
後
は
同
大
学
で
哲
学
史
の
講

義
を
担
当
す
る）
14
（

。
同
時
に
雑
誌『
ヴ
ェ
ル
ト
ビ
ュ
ー
ネ
』や
新
聞『
ク
リ
ー
ア
』や『
テ

ー
ク
リ
ッ
ヒ
ェ
・
ル
ン
ト
シ
ャ
ウ
』
で
演
劇
や
時
事
問
題
を
論
じ
た
。
戦
後
間
も
な

い
時
期
か
ら
、
彼
は
ド
イ
ツ
国
民
や
領
土
の
分
断
に
反
対
す
る
姿
勢
を
明
確
に
し
て

お
り
、
自
伝
で
は
そ
の
立
場
を
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
」
と
回
顧
し
て
い

る）
15
（

。

　

一
九
四
六
年
二
月
、
ハ
ー
リ
ヒ
は
Ｋ
Ｐ
Ｄ
に
入
党
し
た）
16
（

。
そ
し
て
、
同
年
四
月
に

Ｋ
Ｐ
Ｄ
は
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
（
以
下
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
と
統
一
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｄ
が
誕
生
し
た

た
め
、
彼
も
Ｓ
Ｅ
Ｄ
党
員
に
な
っ
て
い
る
。
五
二
年
以
降
、
彼
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
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講
師
と
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
め
ぐ
る
評
価
で
党
と
対
立
し
た）
17
（

。
こ
の
論
争
で
彼
は
翌

年
五
月
に
党
か
ら
「
厳
重
注
意
処
分
」
を
受
け
、
さ
ら
に
精
神
的
な
負
担
か
ら
胃
潰

瘍
を
発
症
し
た）
18
（

。
こ
う
し
た
経
緯
で
入
院
中
だ
っ
た
た
め
、
五
三
年
年
六
月
一
七
日

の
労
働
者
蜂
起
や
そ
の
前
後
の
知
識
人
た
ち
の
改
革
運
動
に
彼
が
直
接
関
わ
る
こ
と

は
な
か
っ
た）
19
（

。
た
だ
し
同
年
九
月
に
党
幹
部
の
エ
ル
ス
ナ―

に
向
け
て
、
東
ド
イ

ツ
の
報
道
機
関
の
改
善
を
要
請
す
る
建
白
書
を
書
い
て
い
る）
20
（

。
五
三
年
ま
で
に
ハ
ー

リ
ヒ
は
党
の
教
条
的
な
姿
勢
に
対
し
て
、
批
判
的
な
態
度
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

大
学
の
仕
事
に
加
え
て
、
ハ
ー
リ
ヒ
は
一
九
五
一
年
か
ら
東
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
フ
バ

ウ
出
版
社
の
原
稿
審
査
部
の
副
主
任
と
し
て
も
働
き
始
め
て
い
る
。
こ
こ
で
彼
は
ル

カ
ー
チ
や
ブ
ロ
ッ
ホ
な
ど
の
現
代
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
者
の
作
品
の
編
集
を
手
掛
け

て
い
っ
た）
21
（

。

　
　
　

 

３　

一
九
五
六
年
の
ソ
連
の
変
動
と
東
ド
イ
ツ

　
（
１
）
第
二
〇
回
ソ
連
共
産
党
大
会
と
Ｓ
Ｅ
Ｄ
指
導
部
の
対
応

　

ハ
ー
リ
ヒ
の
改
革
構
想
が
生
ま
れ
た
背
景
と
し
て
、
本
章
で
は
ソ
連
共
産
党
第

二
〇
回
大
会
と
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
が
東
ド
イ
ツ
で
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の

か
を
確
認
す
る
。

　

一
九
五
六
年
二
月
の
第
二
〇
回
党
ソ
連
共
産
党
大
会
で
は
従
来
の
路
線
が
一
部
変

更
さ
れ
、東
西
陣
営
の
平
和
共
存
や
社
会
主
義
へ
の
移
行
の
多
様
性
が
提
示
さ
れ
た
。

さ
ら
に
会
議
直
後
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
は
東
欧
の
国
々
に
衝

撃
を
与
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
東
ド
イ
ツ
政
府
は
限
定
的
に
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
受
容
し
た
。

例
え
ば
党
第
一
書
記
の
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ウ
ル
ブ
リ
ヒ
ト
は
党
機
関
紙
上
で
「
ス
タ
ー

リ
ン
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
典
に
は
数
え
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る）
22
（

。
こ
の
後
、

党
指
導
部
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
神
格
化
す
る
こ
と
は
止
め
、
一
部
政
治
犯
を
釈
放
し
、

粛
清
で
排
除
さ
れ
て
い
た
党
員
の
党
へ
の
復
帰
を
許
し
た）
23
（

。
し
か
し
、
変
化
は
こ
れ

で
打
ち
止
め
と
な
っ
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｄ
は
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
政
策
の
過
ち
に
つ
い
て
の

議
論
を
限
定
し
た
も
の
に
留
め
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
（
２
）
東
ド
イ
ツ
知
識
人
た
ち
の
反
応

　

第
二
〇
回
党
大
会
に
対
す
る
東
ド
イ
ツ
の
知
識
人
た
ち
の
反
応
は
、
五
つ
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
特
徴
は
、
過
去
に
ま
つ
わ
る
タ
ブ
ー
が
打
ち
破
ら

れ
て
き
て
い
る
と
い
う
解
放
感
で
あ
る
。
ハ
ー
リ
ヒ
と
親
し
く
、
同
盟
の
機
関
紙

『
ゾ
ン
タ
ー
ク
』
の
副
編
集
長
を
務
め
て
い
た
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ス
ト
（G

ustav Just

、

一
九
二
一
‐
二
〇
一
一
）
は
、
一
九
五
七
年
二
月
の
日
記
で
、
前
年
夏
の
社
内
の
雰

囲
気
を
以
下
の
よ
う
に
振
り
返
っ
た
。

雪
解
け
は
、
人
を
死
に
至
ら
し
め
る
よ
う
な
厳
し
い
吹
雪
を
過
去
の
も
の
に

し
た
様
に
私
た
ち
に
は
見
え
た
。
地
に
花
を
咲
か
せ
果
実
を
結
ば
せ
る
に
は
、

あ
と
は
長
く
穏
や
か
な
太
陽
が
作
用
す
る
だ
け
で
よ
か
っ
た
。
旧
来
の
路
線

の
代
表
者
は
あ
ら
ゆ
る
国
で
引
退
し
た
。
ウ
ル
ブ
リ
ヒ
ト
は
演
説
を
し
な
く

な
り
記
事
も
書
か
な
く
な
っ
た
。
ポ

ー
ラ
ン
ド
か
ら
は
い
わ
ゆ
る
ナ
ト
ー

リ
ン
派
の
批
判
や
、
ゴ
ム
ウ
カ
の
抑

え
よ
う
の
な
い
地
位
上
昇
に
つ
い
て

の
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た）
24
（

。

さ
ら
に
一
〇
月
二
一
日
の
『
ゾ
ン
タ
ー
ク
』
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紙
の
記
事
で
、
筆
者
の
ユ
ス
ト
は
東
ド
イ
ツ
の
芸
術
家
た
ち
を
女
神
に
な
ぞ
ら
え
、

従
来
の
芸
術
政
策
が
彼
女
た
ち
に「
何
百
キ
ロ
の
重
し
」を
つ
け
て
き
た
と
し
た（
図

参
照
）。
し
か
し
、「
最
近
三
年
間
、
と
り
わ
け
第
二
〇
回
党
大
会
の
後
か
ら
は
〔
…
〕

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
障
害
物
が
、
政
治
の
領
域
で
は
存

在
し
な
く
な
っ
た
」
と
す
る）
25
（

。
二
つ
の
史
料
か
ら
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
抑
圧
が

あ
っ
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
現
在
は
そ
れ
を
批
判
で
き
る
と
い
う
意
識
と
、
時

流
が
自
分
た
ち
に
味
方
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
垣
間
見
え
る
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
粛
清
の
加
害
者
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。

例
え
ば
三
月
二
〇
日
、
同
盟
の
ハ
レ
県
の
会
議
で
は
、
或
る
参
加
者
か
ら
「
ス
タ
ー

リ
ン
に
関
し
て
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
単
な
る
批
判
で
は
な
く
、
自
己
批
判
で
も

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
中
央
委
員
会
の
同
志
た
ち
は
、
こ
れ
を
一
緒
に
な
っ
て
許
容
し
て

き
た
の
だ
か
ら
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た）
26
（

。
そ
し
て
こ
の
半
年
後
の
九
月
二
八
日
の

同
盟
の
エ
ア
フ
ル
ト
県
会
議
に
お
け
る
或
る
医
師
の
発
言
は
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
も

の
に
な
っ
て
い
る
。

ソ
連
共
産
党
の
中
央
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
ス
タ
ー
リ
ン
存
命
中
に
個
人
崇
拝

に
反
対
し
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
、
そ
う
す
れ
ば
消
さ

れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
は
、

戦
争
犯
罪
者
た
ち
が
「
総
統
」
の
命
を
実
行
し
た
た
め
に
処
罰
さ
れ
た
。
彼

ら
も
同
じ
よ
う
に
弁
解
し
た
の
だ
。
従
わ
な
け
れ
ば
消
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う

か
ら
と
言
っ
て）
27
（

。

　

ス
タ
ー
リ
ン
と
そ
の
配
下
の
者
た
ち
を
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
で
の
被
告
人
の
弁

明
に
な
ぞ
ら
え
た
批
判
は
調
査
の
限
り
で
は
こ
れ
の
み
で
、
や
や
極
端
な
例
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
テ
ロ
ル
を
批
判
す
る
以
上
、
そ
の
共
犯
者
の
罪
も
問

う
べ
き
と
い
う
点
で
、
二
つ
の
史
料
に
は
共
通
性
が
あ
る
。

　

第
三
に
、
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
治
経
済
上
の
問
題
と
し
て
、
官
僚
主
義
へ
の
批

判
が
噴
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
官
僚
主
義
と
い
う
言
葉
は
、
中
央
の
官

庁
や
党
が
現
場
の
状
況
を
鑑
み
な
い
で
法
律
や
行
政
指
令
、
生
産
ノ
ル
マ
を
定
め
る

こ
と
で
、
生
産
現
場
で
困
難
が
生
じ
る
と
い
う
意
味
で
語
ら
れ
て
い
る）
28
（

。
そ
し
て
、

九
月
二
九
日
、
エ
ア
フ
ル
ト
県
支
部
か
ら
同
盟
中
央
に
送
ら
れ
た
報
告
で
は
、
官
僚

主
義
が
西
ド
イ
ツ
へ
の
人
材
流
出
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
警
告
し
て
い
る
。

最
良
の
理
想
と
意
図
は
、
官
僚
主
義
化
に
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
反
対
の
も
の

に
転
じ
て
し
ま
っ
た
。〔
…
〕
共
和
国
逃
亡
〔
西
ド
イ
ツ
へ
の
逃
亡―

筆
者
〕

と
そ
の
他
の
現
象
よ
り
も
ひ
ど
い
の
は
、
官
僚
主
義
を
前
に
し
て
知
識
人
た

ち
の
心
が
折
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
場
合
は
二
つ
の
可
能

性
し
か
な
い
。
共
和
国
を
去
る
か
、
諦
め
て
隠
遁
す
る
か
だ）
29
（

。

　
さ
ら
に
五
六
年
六
月
八
、九
日
に
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ー
ン
と
ロ
ス
ト
ッ
ク
行
わ
れ
た
同

盟
の
会
議
で
は
、
行
き
過
ぎ
た
中
央
集
権
的
な
東
ド
イ
ツ
国
家
の
仕
組
み
に
対
す
る

改
善
案
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
盟
の
事
務
責
任
者
で
あ
っ
た
ク
ネ
シ
ュ
ケ
は
こ
の

会
議
に
つ
い
て
『
ゾ
ン
タ
ー
ク
』
に
寄
稿
し
、
目
下
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
県
や

郡
、
市
町
村
の
議
会
に
よ
り
多
く
の
権
限
を
委
譲
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
書
い
て
い

る）
30
（

。
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
は
、
様
々
な
権
限
が
過
剰
に
中
央
政
府
・
党
に
集
ま
っ
て
い

る
状
況
へ
の
批
判
を
巻
き
起
こ
し
、
対
処
策
と
し
て
分
権
化
ま
で
語
ら
れ
始
め
た
こ

と
が
分
か
る
。

　

第
四
の
特
徴
は
、
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
司
法
の
問
題
が
語
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
一
例
が
三
月
二
一
日
に
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ー
ン
県
で
記
録
さ
れ
た
或
る
建
築
関
係
の

技
術
者
の
訴
え
で
あ
る
。
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こ
れ
以
上
は
も
は
や
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
が
起
き
た
。〔
建
築
の―

筆
者
〕
企
画
局
の
同
僚
Ｓ
は
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
病
院
を
増
築
し
た
た
め
に

逮
捕
さ
れ
、
八
か
月
間
牢
獄
に
入
れ
ら
れ
た
の
ち
、
何
も
言
わ
な
い
ま
ま
釈

放
さ
れ
た
。
彼
の
有
罪
判
決
は
報
道
で
公
に
さ
れ
た
が
、
彼
の
釈
放
は
公
に

さ
れ
な
か
っ
た
。
二
人
の
同
僚
は
意
気
阻
喪
し
て
西
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

〔
…
〕
同
僚
Ｓ
が
無
罪
で
あ
る
こ
と
が
公
に
周
知
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
し
、

同
じ
よ
う
に
、
本
当
の
罪
人
が
公
表
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い）
31
（

。

　

こ
こ
で
は
、
法
的
安
定
性
が
損
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
へ
の
怒
り
と
、
か
つ
て
の
過

ち
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
体
制
と
メ
デ
ィ
ア
へ
の
不
信
が
に
じ
み
出
て
い
る
。ま
た
、

「
本
当
の
罪
人
」
は
ま
だ
ど
こ
か
に
い
て
処
罰
さ
れ
て
い
な
い
と
述
べ
る
こ
と
は
、

体
制
に
対
す
る
告
発
と
し
て
も
解
釈
で
き
る
。

　

第
五
番
目
の
特
徴
と
し
て
、
東
ド
イ
ツ
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
に
対
す

る
批
判
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
同
盟
の
エ
ア
フ
ル
ト
県
か
ら
送
ら

れ
た
一
〇
月
一
九
日
付
の
報
告
で
は
、
二
人
の
医
師
と
一
人
の
薬
剤
師
の
会
話
の
一

部
が
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

同
志
ス
タ
ー
リ
ン
の
個
人
崇
拝
に
関
連
し
て
、
実
名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い

が
、
Ｓ
Ｅ
Ｄ
幹
部
た
ち
の
評
判
は
ひ
ど
く
落
ち
て
い
る
。〔
…
〕
と
い
う
の
も
、

彼
ら
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
天
才
的
政
治
家
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
世
界
で
最
も

偉
大
な
野
戦
司
令
官
で
科
学
者
で
あ
る
と
褒
め
称
え
て
い
た
当
の
人
び
と
だ

っ
た
か
ら
だ
。
今こ
ん
に
ち日

、
急
に
ス
タ
ー
リ
ン
像
を
消
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、

ス
タ
ー
リ
ン
の
本
は
段
々
と
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
個
人
崇
拝

は
今
後
も
続
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、保
育
園
の
子
供
た
ち
が「
我
々

の
最
愛
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ピ
ー
ク
〔
大
統
領

－

筆
者
〕
像
に
投
げ
キ
ッ
ス

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
／
小
学
五
年
生
の
子
供
た
ち

は
も
は
や
教
師
を
全
く
信
じ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
明
日
か
明
後
日
に
は
全
く

別
の
事
を
言
う
だ
ろ
う
か
ら）
32
（

」。

　

こ
こ
で
は
、
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
が
東
ド
イ
ツ
の
政
治
機
構
の
問
題
と
し
て

理
解
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
問
題
は
一
人
の
専
制
的
支
配
者
で
は
な
く
、
専
制
を

可
能
に
し
た
構
造
に
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
記
録
に
は
、
党
の
云
う
こ
と
は
朝
令
暮
改

で
あ
り
、
支
配
者
を
い
ち
い
ち
信
じ
る
だ
け
無
駄
だ
と
い
う
シ
ニ
カ
ル
な
洞
察
が
含

ま
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｄ
支
配
の
正
当
性
に
傷
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
　
　
　

４　

ハ
ー
リ
ヒ
の
改
革
構
想

　
（
１
）
一
九
五
六
年
の
ハ
ー
リ
ヒ
の
行
動

　

ハ
ー
リ
ヒ
は
一
九
五
六
年
四
月
一
五
日
の
『
ゾ
ン
タ
ー
ク
』
に
寄
稿
し
、
ス
タ
ー

リ
ン
が
打
ち
出
し
た
個
々
の
テ
ー
ゼ
以
上
に
、
支
配
者
の
裁
定
が
「
ド
グ
マ
」
に
な

っ
て
し
ま
う
構
造
を
検
証
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た）
33
（

。
さ
ら
に
こ
の
年
の
夏
、

ル
カ
ー
チ
が
ベ
ル
リ
ン
の
ハ
ー
リ
ヒ
宅
に
客
人
と
し
て
宿
泊
し
た
。
こ
の
時
以
降
、

ル
カ
ー
チ
に
倣
い
ハ
ー
リ
ヒ
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
作
ら
れ
た
体
制
と
い
う
意
味

で
「
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た）
34
（

。

　

一
〇
月
前
半
に
ヴ
ァ
イ
マ
ル
で
開
催
さ
れ
た
国
際
ハ
イ
ネ
会
議
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
知
識
人
（
マ
ル
セ
ル
・
ラ
イ
ヒ
＝
ラ
ニ
ツ
キ
な
ど
）
と
会
い
、
ゴ
ム
ウ
カ
復
権

直
前
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
一
労
働
者
党
の
雰
囲
気
を
伝
え
ら
れ
た）
35
（

。
そ
し
て
一
〇
月
後

半
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
情
勢
が
緊
迫
す
る
と
、
ハ
ー
リ
ヒ
た
ち
は
具
体
的
な
計
画
を
練

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
ウ
フ
バ
ウ
出
版
社
と
『
ゾ
ン
タ
ー
ク
』
編
集
部
は
、
ハ
ー
リ
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ヒ
や
ヤ
ン
カ
、
ユ
ス
ト
た
ち
の
議
論
の
場
に
な
っ
た）
36
（

。
彼
ら
は
ウ
ル
ブ
リ
ヒ
ト
を
退

陣
さ
せ
て
東
ド
イ
ツ
を
改
革
す
る
こ
と
で
お
お
む
ね
意
見
を
一
に
し
て
い
た
。
さ
ら

に
、
ハ
ー
リ
ヒ
の
回
想
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
粛
清
の
被
害
者
で
あ
る
メ
ル
カ

ー
を
党
の
新
し
い
指
導
者
に
担
ぐ
案
が
ヤ
ン
カ
か
ら
出
さ
れ
た
と
い
う）
37
（

。

　

一
〇
月
二
五
日
、
ハ
ー
リ
ヒ
は
ベ
ル
リ
ン
の
ソ
連
大
使
プ
ー
シ
キ
ン
に
呼
び
出
さ

れ
た
。
大
使
の
目
的
は
東
ド
イ
ツ
の
知
識
人
た
ち
の
動
向
を
探
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

ハ
ー
リ
ヒ
は
こ
の
会
談
前
か
ら
、
知
人
の
ソ
連
大
使
館
の
書
記
を
通
じ
て
、
社
会
主

義
陣
営
の
課
題
と
東
ド
イ
ツ
の
改
革
に
関
す
る
「
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
構

想
を
プ
ー
シ
キ
ン
に
渡
し
て
い
た
。会
談
は
こ
の
建
白
書
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
が
、

ハ
ー
リ
ヒ
の
案
は
す
べ
て
プ
ー
シ
キ
ン
に
却
下
さ
れ
た）
38
（

。

　

ハ
ー
リ
ヒ
は
続
い
て
、
東
ド
イ
ツ
で
は
非
合
法
組
織
で
あ
る
東
ベ
ル
リ
ン
Ｓ
Ｐ
Ｄ

東
側
事
務
局
と
秘
密
裏
に
接
触
を
試
み
た
。
一
一
月
初
旬
に
複
数
回
Ｓ
Ｐ
Ｄ
側
に
出

向
き
、
自
ら
の
考
え
を
説
明
し
、
支
援
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
Ｓ
Ｐ
Ｄ
か
ら
具
体

的
な
援
助
を
引
き
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た）
39
（

。

　

一
一
月
二
一
日
に
は
ヤ
ン
カ
の
自
宅
で
、
ハ
ー
リ
ヒ
と
ユ
ス
ト
、『
ゾ
ン
タ
ー
ク
』

編
集
長
の
ハ
イ
ン
ツ
・
ツ
ェ
ー
ガ
ー
、
メ
ル
カ
ー
た
ち
が
集
ま
っ
た）
40
（

。
な
お
、
こ
の

少
し
前
の
一
一
月
初
旬
、
ハ
ー
リ
ヒ
は
ユ
ス
ト
か
ら
改
革
案
を
一
つ
の
文
書
に
ま
と

め
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
党
中
央
委
員
会
に
提
出
す
る
か
、

機
関
紙
の
『
統
一
』
に
掲
載
さ
せ
る
こ
と
で
党
内
に
議
論
を
生
む
こ
と
が
執
筆
当
初

の
ハ
ー
リ
ヒ
た
ち
の
狙
い
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る）
41
（

。そ
し
て
ヤ
ン
カ
宅
の
会
合
の
翌
日
、

一
一
月
二
二
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
に
ハ
ー
リ
ヒ
は
彼
の
改
革
案
の
総
決
算
で
あ
る

「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
ほ
ぼ
一
人
で
書
き
あ
げ
た）
42
（

。
そ
の
直
後
、
西
ド
イ
ツ
の

知
識
人
と
の
連
携
を
強
め
る
た
め
、
彼
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
飛
ん
だ
。
こ
こ
で
彼
は
雑

誌
『
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ェ
』
の
編
集
長
ハ
ン
ス
・
フ
フ
ツ
キ
ー
や
、『
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
』

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ル
ド
ル
フ
・
ア
ウ
グ
シ
ュ
タ
イ
ン
と
会
っ
て
い
る
。
し
か
し

彼
ら
か
ら
具
体
的
な
言
質
や
協
力
は
得
ら
れ
な
か
っ
た）
43
（

。
そ
し
て
一
一
月
二
九
日
に

帰
国
し
、
ア
ウ
フ
バ
ウ
出
版
社
に
短
時
間
滞
在
し
た
の
ち
に
帰
宅
し
た
。
そ
し
て
こ

の
時
、
自
宅
で
ハ
ー
リ
ヒ
は
逮
捕
さ
れ
た
。「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
公
表
前
に

差
し
押
さ
え
ら
れ
、
ウ
ル
ブ
リ
ヒ
ト
の
も
と
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
一
週
間
後
の
十
二

月
六
日
に
は
ヤ
ン
カ
が
逮
捕
さ
れ
、
翌
年
三
月
、
ユ
ス
ト
と
ツ
ェ
ー
ガ
ー
も
逮
捕
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
２
）「
社
会
主
義
に
至
る
ド
イ
ツ
の
道
の
特
殊
性
に
つ
い
て
」

　

逮
捕
さ
れ
る
ま
で
に
ハ
ー
リ
ヒ
は
複
数
の
改
革
案
を
書
い
て
い
る
。
一
九
五
六
年

夏
に
、
ハ
ー
リ
ヒ
は
「
社
会
主
義
に
至
る
ド
イ
ツ
の
道
の
特
殊
性
に
つ
い
て
」（
以

下「
特
殊
性
」）と
い
う
覚
書
を
作
成
し
た）
44
（

。
東
西
ド
イ
ツ
の
現
状
分
析
だ
け
で
な
く
、

党
指
導
部
の
交
代
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ソ
連
大
使
か
Ｓ
Ｅ
Ｄ
指
導
部
に
提

示
す
る
た
め
作
ら
れ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
特
殊
性
」
は
五
章
か
ら
成
り
、
東
西
ド
イ
ツ
統
一
の
諸
条
件
を
検
討
し
て
い
る
。

第
一
、二
章
で
は
現
状
分
析
が
行
わ
れ
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
主
義
の
発
展
に
と

っ
て
有
利
な
条
件
と
不
利
な
条
件
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
第
二
〇
回
党
大
会
以
降
、

西
側
の
共
産
主
義
政
党
に
と
っ
て
、
社
会
民
主
主
義
者
や
自
由
主
義
者
た
ち
と
同
盟

し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
と
法
治
国
家
、
市
民
的
自
由
を
押
し
進
め
る
こ
と
で
、

社
会
主
義
を
目
指
す
戦
略
が
可
能
に
な
っ
た）
45
（

。
し
か
し
、
社
会
主
義
陣
営
に
不
利
な

条
件
も
存
在
し
て
い
る
。
第
一
に
、
目
下
の
西
ド
イ
ツ
は
好
景
気
で
あ
り
、
生
活
水

準
も
高
く
、
体
制
危
機
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
第
二
に
、
西
ド
イ
ツ
の
共
産
党
は
孤

立
し
、
全
く
影
響
力
を
持
っ
て
い
な
い
。
第
三
に
、
東
ド
イ
ツ
が
西
ド
イ
ツ
の
人
々

に
と
っ
て
、
社
会
主
義
の
「
心
躍
る
よ
う
な
見
本
で
は
全
く
な
く
、
む
し
ろ
、
ぞ
っ

と
す
る
よ
う
な
効
果
を
出
し
て
い
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る）
46
（

。

　

第
三
章
か
ら
五
章
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
提
案
が
述
べ
ら
れ
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る
。
三
章
で
は
、
東
ド
イ
ツ
が
将
来
の
全
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
主
義
化
の
橋
頭
堡

で
あ
る
も
の
の
、
当
面
は
東
ド
イ
ツ
だ
け
で
社
会
主
義
へ
の
移
行
を
完
遂
す
る
べ
き

で
な
い
と
論
じ
ら
れ
る）
47
（

。
四
章
で
は
そ
の
理
由
が
説
明
さ
れ
る
。
東
ド
イ
ツ
に
お
け

る
過
度
な
中
央
集
権
化
と
官
僚
主
義
化
、
農
業
政
策
の
失
敗
、
中
間
層
へ
の
経
済
的

な
圧
迫
、
知
識
人
へ
の
思
想
統
制
、
法
の
恣
意
的
運
用
ゆ
え
に
、
東
ド
イ
ツ
と
Ｓ
Ｅ

Ｄ
は
、
西
ド
イ
ツ
の
大
衆
か
ら
の
支
持
を
期
待
で
き
な
い）
48
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
仮
に
東
ド

イ
ツ
が
前
述
の
問
題
を
解
決
し
な
い
ま
ま
社
会
主
義
へ
の
道
を
進
ん
で
も
、
ド
イ
ツ

統
一
を
困
難
に
す
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
五
章
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｄ
が
ド
イ
ツ

統
一
に
向
け
て
取
る
べ
き
戦
略
が
述
べ
ら
れ
る
。
党
は
東
ド
イ
ツ
内
に
お
い
て
は
権

力
を
維
持
し
、
そ
の
支
配
機
構
を
手
放
し
て
は
な
ら
な
い）
49
（

。
し
か
し
、
西
ド
イ
ツ
の

社
会
主
義
勢
力
が
革
命
路
線
を
取
る
必
要
は
な
い
。
彼
ら
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主

義
に
お
け
る
個
人
の
自
由
や
法
治
国
家
と
言
っ
た
要
素
を
守
り
つ
つ
、
そ
れ
を
よ
り

高
い
次
元
に
発
展
さ
せ
、「
議
会
を
通
じ
た
、
労
働
者
に
よ
る
平
和
的
権
力
掌
握
」

を
目
指
す
べ
き
と
さ
れ
る）
50
（

。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
異
な
る
経
路
で
社
会
主

義
へ
の
移
行
が
目
指
さ
れ
る
こ
と
を
、
ハ
ー
リ
ヒ
は
「
社
会
主
義
に
至
る
ド
イ
ツ
の

道
の
特
殊
性
」
の
要
諦
で
あ
る
と
す
る）
51
（

。

　

最
後
に
ハ
ー
リ
ヒ
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｄ
が
国
内
に
お
い
て
権
力
を
維
持
す
る
た
め
に
、
党

の
自
己
批
判
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
政
策
の
過
ち
を
糺

す
た
め
の
障
害
と
化
し
て
い
る
ウ
ル
ブ
リ
ヒ
ト
は
解
任
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
恣
意

的
な
法
の
運
用
に
責
め
を
負
う
べ
き
法
務
大
臣
の
ヒ
ル
デ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
検
事
総

長
の
エ
ル
ン
ス
ト
・
メ
ー
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
も
罷
免
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
た）
52
（

。

　
（
３
）「
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」

　
「
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
は
、
五
六
年
一
〇
月
の
プ
ー
シ
キ
ン
と
の
会
談
前
に
ハ
ー
リ

ヒ
が
提
出
し
た
も
の
で
あ
る）
53
（

。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
世
界
の
社
会
主
義
運
動
の

課
題
を
論
じ
た
も
の
で
、
三
つ
の
章
と
二
つ
の
付
録
か
ら
な
る
。

　

第
一
章
「
世
界
史
情
勢
に
つ
い
て
」
で
は
、
核
兵
器
の
時
代
に
お
い
て
、
資
本
主

義
陣
営
と
社
会
主
義
陣
営
は
平
和
裏
に
経
済
面
で
の
競
争
を
行
っ
て
優
劣
を
決
め
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
が
前
提
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
長
期
的
に
見
る
と
、
核
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
と
生
産
の
自
動
化
が
大
量
失
業
を
西
側
諸
国
に
も
た
ら
し
、
さ
ら

に
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
世
界
で
の
植
民
地
解
放
闘
争
が
西
側
諸
国
の
市
場
を
奪
う

こ
と
で
、
資
本
主
義
の
矛
盾
は
先
鋭
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う）
54
（

。

　

第
二
章
「
社
会
主
義
勢
力
の
諸
課
題
」
で
は
、
こ
う
し
た
世
界
史
の
趨
勢
に
お
い

て
、社
会
主
義
に
至
る
経
路
が
民
族
ご
と
に
異
な
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
だ
と
し
て
、

以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

　
　

各
国
の
労
働
者
階
級
は
、
そ
の
た
め
に
普
遍
的
な
手
本
な
ど
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　

の
特
殊
な
道
を
通
っ
て
、
当
該
の
国
と
人
民
の
国
民
的
伝
統
と
特
殊
歴
史
的
な

　
　

条
件
に
適
し
た
自
分
た
ち
独
自
の
道
を
通
っ
て
、
社
会
主
義
へ
と
到
達
し
な
け

　
　

れ
ば
い
け
な
い）
55
（

。

　

こ
う
し
た
移
行
を
妨
げ
て
い
る
の
が
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
第
三
章
「
ス
タ

ー
リ
ニ
ズ
ム
の
本
質
」
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
を
歴
史
的
な
淵
源
か
ら
説
明
す
る

こ
と
が
試
み
ら
れ
る
。
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
は
個
人
崇
拝
や
指
導
者
の
人
格
の
問
題
と

し
て
は
説
明
で
き
な
い）
56
（

。
む
し
ろ
重
要
な
の
は
ス
タ
ー
リ
ン
が
権
力
を
握
る
以
前
の

ロ
シ
ア
が
お
か
れ
て
い
た
歴
史
的
条
件
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
革
命
前
の
ロ
シ
ア
は

「
と
て
つ
も
な
く
後
進
的
」
で
あ
り
、「
圧
倒
的
な
農
業
生
産
国
で
、
圧
倒
的
大
多
数

が
後
進
的
で
〔
…
〕
か
つ
多
く
が
識
字
化
さ
れ
て
い
な
い
農
民
の
」
国
で
あ
っ
た）
57
（

。

こ
う
し
た
国
を
革
命
と
内
戦
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
見
舞
っ
た
。
内
外
の
敵
に
対
抗

す
る
た
め
、「
生
産
は
極
端
に
中
央
集
権
化
さ
れ
、
強
力
な
官
僚
機
構
に
よ
っ
て
支
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持
さ
れ
、
強
力
で
テ
ロ
ル
を
伴
う
警
察
国
家
に
よ
っ
て
」
自
ら
を
防
衛
す
る
必
要
が

生
じ
た）
58
（

。
す
な
わ
ち
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
と
は
、「
一
国
で
社
会
主
義
を
建
設
す
る

理
論
と
実
践
」
で
あ
り
、
不
利
な
形
で
誕
生
し
た
社
会
主
義
国
家
を
防
衛
す
る
た
め

に
取
っ
た
必
要
悪
で
あ
っ
た）
59
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
悪
条
件
は
大

幅
に
取
り
除
か
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ソ
連
は
世
界
か
ら
孤
立
し
た
存
在
で

は
な
く
な
っ
た
。
東
欧
に
は
社
会
主
義
諸
国
が
成
立
し
、
東
ア
ジ
ア
で
も
中
国
共
産

党
が
権
力
を
握
っ
た
。
さ
ら
に
、
世
界
中
の
植
民
地
で
は
資
本
主
義
体
制
の
宗
主
国

に
対
す
る
闘
争
が
拡
大
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る）
60
（

。
こ
う
し
て
ハ
ー
リ
ヒ
は
、
ス
タ
ー

リ
ニ
ズ
ム
を
歴
史
的
に
特
殊
な
事
例
で
あ
り
、
そ
の
発
展
モ
デ
ル
が
他
の
民
族
に
も

「
普
遍
的
に
当
て
は
ま
る
」
わ
け
で
は
な
い
と
結
論
付
け
る）
61
（

。

　

そ
し
て
付
録
部
分
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
旧
Ｋ
Ｐ
Ｄ
と
Ｓ
Ｅ
Ｄ
が
犯
し
た
過

ち
を
認
め
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
粛
清
の
責
任
者
で
あ
る
ウ
ル
ブ
リ

ヒ
ト
の
解
任
と
、
粛
清
に
関
与
し
て
い
な
い
政
治
家
が
政
治
局
に
入
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た）
62
（

。

　
（
４
）「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

　
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
党
改
革
に
始
ま
り
、
東
ド
イ
ツ
改
革
を
経
て
、
東
西

ド
イ
ツ
統
一
ま
で
を
射
程
に
入
れ
た
包
括
的
な
構
想
書
で
あ
る）
63
（

。

　
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」は
、Ａ「
党
」、Ｂ「
社
会
主
義
に
至
る
ド
イ
ツ
特
殊
な
道
」、

Ｃ
「
早
急
に
取
る
べ
き
措
置
」
の
三
部
か
ら
な
る
。
Ａ
は
Ｓ
Ｅ
Ｄ
改
革
を
主
眼
と
し

て
い
る
。
ハ
ー
リ
ヒ
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
党
内
の
民
主
主
義
を
再
生
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る）
64
（

。
そ
の
た
め
に
ま
ず
必
要
な
の
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
粛
清
を
過
ち
と

し
て
認
め
、「
ベ
リ
ヤ
の
一
味
の
犯
罪
行
為
に
加
担
し
た
者
」
に
相
応
の
処
分
を
下

す
こ
と
で
あ
る）
65
（

。
ハ
ー
リ
ヒ
は
こ
う
し
た
変
化
を
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
国
際

的
な
戦
い
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
例
え
ば
、
一
九
四
八
年
以
降
の
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ア
の
行
動
や
五
三
年
の
東
ド
イ
ツ
の
六
月
事
件
、
五
六
年
の
ソ
連
共
産
党
第

二
〇
回
大
会
、
中
国
共
産
党
第
八
回
大
会
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
変
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

民
衆
蜂
起
が
こ
の
戦
い
の
一
環
と
さ
れ
る）
66
（

。
さ
ら
に
「
社
会
主
義
に
至
る
ド
イ
ツ
特

殊
な
道
」
を
承
認
し
、
西
ド
イ
ツ
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
意
思
疎
通
を
改
善
し
、
労
働
者
運

動
に
統
一
を
も
た
ら
す
こ
と
が
S
E
D
の
課
題
と
さ
れ
た）
67
（

。

　

Ｂ
で
は
、
東
ド
イ
ツ
改
革
と
東
西
ド
イ
ツ
統
一
ま
で
の
道
程
が
論
じ
ら
れ
る
。
ハ

ー
リ
ヒ
は
こ
こ
で
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
党
と
国
家
機
構
を
可
能
な
限
り
分
離
し
、
後

者
を
分
権
的
で
議
会
主
義
的
な
も
の
に
組
み
替
え
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
た
だ
し
、

東
ド
イ
ツ
で
Ｓ
Ｅ
Ｄ
は
権
力
を
握
り
続
け
、
民
主
化
の
主
導
権
を
手
放
し
て
は
な
ら

な
い）
68
（

。
分
権
の
た
め
に
は
、
現
行
の
「
県
」
を
廃
止
し
、
独
自
の
政
府
と
議
会
を
持

つ
五
つ
の
「
州
」
の
復
活
が
提
唱
さ
れ
た）
69
（

。
こ
う
し
て
、
基
礎
自
治
体―

州―

共

和
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
を
持
ち
、
可
能
な
限
り
下
位
の
議
会
に
政
治
経
済
上
の
決

定
権
が
移
さ
れ
る）
70
（

。
ま
た
選
挙
は
「
統
一
リ
ス
ト
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
が
、
候

補
者
の
数
を
選
出
さ
れ
る
定
数
よ
り
も
多
く
す
る
こ
と
で
、
有
権
者
に
選
択
の
機
会

を
与
え
る）
71
（

。
同
時
に
企
業
の
裁
量
余
地
と
責
任
を
増
や
し
、
経
済
を
分
権
化
し
て
い

く
こ
と
で
、
官
僚
主
義
の
弊
害
を
防
ぐ）
72
（

。
さ
ら
に
、
国
家
保
安
省
と
関
連
諸
組
織
は

解
体
さ
れ
、
そ
の
代
り
に
人
民
警
察
の
刑
事
部
門
に
政
治
課
を
設
置
す
る
。
同
時
に

人
民
警
察
は
各
地
域
の
議
会
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
る
。
ま
た
、
警
察
の
取
り
調
べ
の

手
続
き
な
ど
、
市
民
の
権
利
に
対
す
る
法
治
国
家
と
し
て
の
保
障
を
求
め
て
い
る）
73
（

。

　

こ
う
し
た
改
革
が
十
分
に
行
わ
れ
、
東
ド
イ
ツ
が
全
ド
イ
ツ
で
モ
デ
ル
と
し
て
魅

力
を
持
っ
た
時
に
の
み
、
ド
イ
ツ
統
一
の
好
機
が
訪
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
西

ド
イ
ツ
の
連
邦
議
会
選
挙
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
勝
利
し
た
場
合
、
Ｓ
Ｅ
Ｄ
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
協
力

す
る
こ
と
で
、
社
会
主
義
勢
力
が
主
導
す
る
ド
イ
ツ
統
一
の
準
備
が
進
め
ら
れ
る）
74
（

。

そ
し
て
、
東
ド
イ
ツ
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
か
ら
、
西
ド
イ
ツ
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
か
ら

離
脱
し
、
中
立
化
し
た
全
ド
イ
ツ
で
選
挙
を
行
う
こ
と
で
統
一
が
達
成
さ
れ
る
と
い
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う
展
望
が
示
さ
れ
る）
75
（

。

　

最
後
の
Ｃ
で
は
、
即
時
に
党
が
行
う
べ
き
行
動
が
簡
潔
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
党

は
中
央
委
員
会
を
招
集
し
、
新
し
い
政
治
局
員
を
選
出
す
る
。
そ
の
後
、
新
し
い
政

治
局
が
中
心
に
な
っ
て
、
党
内
の
極
端
な
ス
タ
ー
リ
ニ
ス
ト
を
排
除
し
、
政
府
を
立

て
直
す
。
そ
し
て
新
し
い
方
針
に
つ
い
て
モ
ス
ク
ワ
か
ら
許
可
を
取
り
、
実
行
に
移

す
べ
き
と
論
じ
ら
れ
て
い
る）
76
（

。

　　
（
５
）
ハ
ー
リ
ヒ
の
構
想
の
特
徴

　

三
つ
の
構
想
の
内
容
と
構
成
の
特
徴
は
、以
下
四
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
ー
リ
ヒ
の
構
想
の
第
一
の
特
徴
は
、
社
会
主
義
陣
営
の
優
越
性
の
確
信
で
あ
る
。

ハ
ー
リ
ヒ
の
見
通
し
は
、
た
し
か
に
楽
観
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
世
界
史
の
趨
勢

が
自
ら
に
与
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
に
は
根
拠
が
あ
っ
た
。「
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
で

詳
述
さ
れ
た
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
反
植
民
地
闘
争
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
、
生
産

技
術
や
科
学
技
術
の
向
上
は
社
会
主
義
陣
営
に
資
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。さ
ら
に
、

第
二
〇
回
党
大
会
を
経
て
、
社
会
主
義
陣
営
の
自
己
改
革
能
力
へ
の
信
頼
は
一
時
的

に
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
展
望
は
、
ハ
ー
リ
ヒ
と
ア
ウ
フ
バ
ウ
出
版
社
の
仲
間

た
ち
に
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
構
想
の
体
系
的
で
包
括
的
な
性
格
で
あ
る
。
ハ
ー
リ
ヒ
は
、
現

在
の
行
政
や
司
法
の
問
題
を
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
作
ら
れ
た
政
治
体
制
が
有
す
る

問
題
と
し
て
歴
史
的
に
説
明
し
、
同
時
に
対
処
療
法
に
留
ま
ら
な
い
改
善
案
を
提
示

で
き
た
。
中
央
集
権
的
な
官
僚
主
義
の
問
題
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
方
議
会

や
企
業
へ
の
権
限
移
譲
が
説
か
れ
、
法
の
恣
意
的
運
用
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
立
法
府

に
よ
る
行
政
の
監
視
が
提
示
さ
れ
た
。
同
盟
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、
ハ
ー
リ
ヒ

と
同
盟
の
会
員
た
ち
は
、
官
僚
主
義
批
判
と
法
治
国
家
の
要
求
を
共
有
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る）
77
（

。
こ
う
し
た
意
味
で
、
ハ
ー
リ
ヒ
は
同
時
代
の
東
ド
イ
ツ
知
識
人
を
あ

る
程
度
代
表
す
る
思
想
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

第
三
の
特
徴
は
、
彼
が
終
始
一
貫
し
て
「
上
か
ら
」
の
改
革
を
企
図
し
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
改
革
の
主
体
は
Ｓ
Ｅ
Ｄ
で
あ
っ
た
。「
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
は
ソ
連
大
使

プ
ー
シ
キ
ン
に
提
出
さ
れ
、「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
党
中
央
委
員
会
に
提
示
す

る
予
定
で
あ
っ
た
。
三
つ
の
構
想
は
す
べ
て
、
基
本
的
に
は
党
が
す
べ
き
こ
と
を
説

い
て
い
る
。
ハ
ー
リ
ヒ
は
「
民
主
化
」
を
語
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
レ

ー
ニ
ン
主
義
的
な
規
範
」
を
復
活
さ
せ
た
民
主
集
中
制
の
党
を
前
提
に
し
て
い
た）
78
（

。

　

第
四
の
特
徴
と
し
て
、
ハ
ー
リ
ヒ
が
「
普
遍
」
に
対
し
て
「
特
殊
」
を
強
調
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ハ
ー
リ
ヒ
の
三
つ
の
覚
書
で

は
、
ド
イ
ツ
国
民
が
社
会
主
義
に
向
か
う
道
の
「
特
殊
（
性
）」
が
度
々
強
調
さ
れ

て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
社
会
主
義
と
は
す
べ
て
の
民
族
が
い
ず
れ
到
達
で
き
る
一
種

の
普
遍
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
社
会
主
義
に
至
る
に
は
、
ど
の

時
代
の
ど
の
民
族
に
も
普
遍
的
に
当
て
は
ま
る
経
路
は
存
在
し
な
い
。
む
し
ろ
、
各

民
族
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
性
を
通
じ
て
普
遍
に
達
す
る
と
い
う
道
筋
が
、
彼
の
構
想

の
中
で
は
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

 

５　

お
わ
り
に

　

ハ
ー
リ
ヒ
の
改
革
構
想
は
一
九
五
六
年
の
東
ド
イ
ツ
に
お
い
て
知
識
人
た
ち
が
提

起
し
た
問
題
と
密
接
に
繋
が
っ
て
い
た
。「
特
殊
性
」
と
「
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」、「
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
五
六
年
の
ソ
連
・
東
欧
圏
の
激
動
を
経
験
し
た
東
ド
イ
ツ

の
知
識
人
た
ち
と
、
と
り
わ
け
官
僚
主
義
や
法
治
国
家
の
問
題
に
関
し
て
、
解
釈
の

枠
組
み
と
文
脈
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
問
題
を
歴
史
的

に
説
明
で
き
る
政
治
経
済
構
造
と
し
て
批
判
し
、
体
系
的
な
解
決
策
を
提
示
で
き
た

こ
と
は
、
ハ
ー
リ
ヒ
独
自
の
構
想
力
と
し
て
評
価
で
き
る
。
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そ
し
て
彼
の
最
大
の
独
自
性
は
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
克
服
と
社
会
主
義
的
ド
イ
ツ

統
一
へ
の
道
程
を
、
普
遍
に
至
る
特
殊
な
道
と
し
て
論
じ
た
こ
と
に
あ
る
。
ス
タ
ー

リ
ニ
ズ
ム
と
は
、一
国
で
社
会
主
義
を
建
設
す
る
と
い
う
条
件
下
で
生
じ
た
ロ
シ
ア
・

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
特
殊
で
固
有
の
体
制
で
あ
っ
た
。
こ
の
体
制
は
一
定
の
時
代
と
地
域
、

状
況
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
得
た
。
し
か
し
、
そ
の
特
殊
な
体
制
が
あ
た
か
も
普
遍

的
な
モ
デ
ル
の
よ
う
に
振
る
舞
い
、
他
の
民
族
の
特
殊
性
を
抑
圧
す
る
こ
と
を
ハ
ー

リ
ヒ
は
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
一
九
五
六
年
の
改
革
派
の
社
会
主
義
者
と
し
て
、
そ
し
て
ス
タ
ー
リ
ニ

ズ
ム
の
批
判
者
と
し
て
の
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
、
ハ
ー
リ
ヒ
の
思
想
を
論
じ
て
き

た
。
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
今
後
は
ハ
ー
リ
ヒ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
も
光

を
当
て
る
必
要
が
あ
る
。
ハ
ー
リ
ヒ
の
一
貫
し
た
「
上
か
ら
の
」
改
革
志
向
や
、
普

遍
的
な
も
の
に
対
し
て
特
殊
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
後
の
バ
ー
ロ
や
ハ
ー
ヴ
ェ
マ
ン

の
よ
う
な
民
主
化
運
動
の
担
い
手
の
系
譜
だ
け
で
な
く
、
彼
の
自
称
し
た
「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
」
が
生
ま
れ
た
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
の
反
民
主
主
義
思
想
の
系

譜
に
も
接
続
し
う
る
か
ら
で
あ
る）
79
（

。

     

注

  （
１
） 

事
件
の
概
要
に
つ
い
て
は
、V
gl. Sven Sieber, W

alter Janka und W
olfgang H

a-

rich. Zw
ei D

D
R-Intellektuelle im

 K
onflikt m

it der M
acht, B

erlin 2008, S.4 und 

108-118.

  （
２
） 

冷
戦
期
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。A

lexander A
m

berger, „D
er kon-

struierte D
issident. W

olfgang H
arich und seine R

olle als O
ppositioneller“ , 

in: hefte zur ddr-geschichte, H
.127(2011), S.5-31. 

な
お
、
冷
戦
期
の
日
本
で

は
東
ド
イ
ツ
政
府
の
公
式
見
解
が
紹
介
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
た
。
参
照
、
上

杉
重
二
郎
「
東
ド
イ
ツ
の
知
識
人
と
修
正
主
義
―
ハ
ー
リ
ヒ
事
件
（
上
）」、

『
思
想
』、
四
五
一
号
（
一
九
六
二
年
）、
六
〇
‐
七
〇
頁 ; 

同
（
下
）、
四
五
三
号

（
一
九
六
二
年
）、
七
二
‐
八
三
頁
。

  (

3) V
gl. W

olfgang H
arich, K

eine Schw
ierigkeiten m

it der W
ahrheit. Zur national-

kom
m

unistischen O
pposition 1956 in der D

D
R, B

erlin 1993, S.86-90.; Sieg-

fried Prokop, Ich bin zu früh geboren. Auf den Spuren W
olfgang H

arichs, B
er-

lin 1997; Thom
as G

rim
m

 (H
rsg.), Ahnenpaß. Versuch einer Autobiographie, 

B
erlin 1999; W

alter Janka, Schw
ierigkeiten m

it der W
ahrheit, B

erlin 1990

（
＝

『
沈
黙
は
嘘
―
暴
露
さ
れ
た
東
独
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
』
林
巧
三
訳
、
平
凡
社
、

一
九
九
〇
年
）; D

ers., Spuren eines Lebens, B
erlin 1992 ; G

ünter N
etzeband 

(H
rsg.), D

ie U
nterw

erfung. Eine K
rim

inalgeschichte aus der N
achkriegszeit, 

M
ünchen / W

ien 1994. 

ま
た
、
九
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
主
要
な
研
究
と
し
て
は

次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。B

ernd Florath, „R
ückantw

orten der „H
auptverw

al-

tung Ew
ige W

ahrheiten“ , in: utopie kreativ, H
.47/48(1994), S.58-73.; Thom

as 

Fetzer, „B
ew

ertung der Plattform
 1956“ , in: Siegfried Prokop (H

rsg.), Ein 

Streiter für D
eutschland. Auseinandersetzung m

it W
olfgang H

arich, B
erlin 

1996, S.181-204; Jochen Č
erný, „Einführung zu W

olfgang H
arichs Program

m
 

für einen besonderen deutschen W
eg zum

 Sozialism
us (1956)“ , in: utopie kre-

ativ, H
.78(1997), S.50-52.

  （
４
） V

gl. W
erner M

ittenzw
ei, D

ie Intellektuellen. Literatur und Politik in O
st-

deutschland 1945-2000, B
erlin 2003; D

ers., „Im
 A

ufbau Verlag oder „H
arich 

dürstet nach großen Taten“ “, in: Stefan D
ornuf / R

einhard Pitsch (H
rsg.), 

W
olfgang H

arich zum
 G

edächtnis. Eine G
edenkschrift in zw

ei Bänden, B
d.1, 

M
ünchen 2003, S.211-243.; A

ndreas H
eyer, „W

olfgang H
arichs D

em
okratie-

konzeption aus dem
 Jahr 1956. D

em
okratische G

rundrechte, bürgerliche W
er-

te und sozialistische O
rientierung“ , in: Zeitschrift für G

eschichtsw
issenschaft, 
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H
.6(2007), S.529-550.

  （
５
） 
プ
ロ
コ
ッ
プ
は
一
九
五
六
年
の
東
ド
イ
ツ
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
影

響
を
受
け
、
ソ
連
型
と
は
異
な
る
社
会
主
義
を
作
り
出
す
岐
路
に
立
っ
て
い
た
と

す
る
。V

gl. Siegfried Prokop, 1956 – D
D

R am
 Scheidew

eg. O
pposition und 

neue K
onzepte der Intelligenz, B

erlin 2006, S.16.; D
ers. Intellektuelle. In den 

W
irren der N

achkriegszeit. D
ie soziale Schicht der Intelligenz. Teil II, 1956-

1965, B
erlin 2011, S.277-287. 

た
だ
し
プ
ロ
コ
ッ
プ
は
権
力
に
対
す
る
知
識
人

の
影
響
力
を
過
大
に
評
価
し
て
い
る
。
む
し
ろ
ヘ
ル
ツ
ベ
ル
ク
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
社
会
主
義
知
識
人
の
体
制
内
改
革
の
試
み
が
す
べ
て
国
家
へ
の
反
逆
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
転
換
点
と
し
て
、
こ
の
年
は
重
要
性
を
持
っ
て
い
る

と
言
え
る
。V

gl. G
untolf H

erzberg, Anpassung und Aufbegehren. D
ie Intel-

ligenz der D
D

R in den K
risenjahren 1956/58, B

erlin 2006. 

ま
た
、
同
時
期
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
哲
学
者
ル
カ
ー
チ
の
影
響
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。V

gl. Siegfried, 

Prokop, „„U
lbricht w

ird aus M
oskau ferngelenkt, H

arich aus B
udapest“.  D

er 

ungarische Einfluss auf die intellektuelle O
pposition in der D

D
R

 im
 Jahre 

1956“ , in: D
eutschland Archiv, 39, H

.5(2006), S.833-841.

  （
６
） V

gl. Ehrhart N
eubert, „System

gegnerschaft und system
im

m
anente O

pposition 

– ein Paradigm
enw

echsel 1956?“ , in: R
oger Engelm

ann / Thom
as G

roßböl-

ting / H
erm

ann W
entker (H

rsg.), K
om

m
unism

us in der K
rise. D

ie Entstalini-

sierung 1956 und die Folgen, G
öttingen 2008, S.348-361.; A

lexander A
m

ber-

ger, Bahro – H
arich – H

avem
ann. M

arxistische System
kritik und politische 

U
topia in der D

D
R, Paderborn 2014; G

untolf H
erzberg, „R

udolf B
ahro und 

R
obert H

avem
ann“ , in: B

ernd Florath (H
rsg.), Annährungen an Robert H

a-

vem
ann. Biografische Studien und D

okum
ente, G

öttingen 2016, S.283-304. 

ア

ン
ベ
ル
ガ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
ー
リ
ヒ
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
思
想
は
ロ
ー

マ
ク
ラ
ブ
の
「
成
長
の
限
界
（
一
九
七
二
年
）」
の
発
表
を
踏
ま
え
て
お
り
、
科

学
技
術
や
生
産
力
の
増
大
に
信
を
置
い
た
五
〇
年
代
の
思
想
と
は
断
絶
が
あ
る
。

五
六
年
の
ハ
ー
リ
ヒ
の
思
想
は
、
の
ち
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
思
想
家
の
前
史
と
し
て
で

は
な
く
、
あ
る
程
度
独
立
し
た
も
の
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。

  （
７
） 「
ド
イ
ツ
の
民
主
的
刷
新
の
た
め
の
文
化
同
盟
」
は
、
一
九
四
五
年
に
設
立
さ
れ

た
知
識
人
の
結
社
で
あ
る
。
会
員
に
は
芸
術
家
や
作
家
、
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

都
市
に
住
む
事
務
職
や
医
師
、
技
術
者
な
ど
の
専
門
職
が
含
ま
れ
、
同
盟
は
か
つ

て
の
教
養
市
民
層
の
文
化
交
流
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
会
員
数
は
五
五
年

で
一
六
万
七
八
九
六
人
だ
っ
た
。
同
盟
は
し
ば
し
ば
政
治
問
題
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
史
料
は
ベ
ル
リ
ン
の
ド
イ
ツ
連
邦
文
書
館
「
東

ド
イ
ツ
政
党
大
衆
組
織
財
団
」（B

undesarchiv B
erlin, Stiftung der Parteien und 

M
assenorganisationen der D

D
R （

以
下
、B

A
rch., SA

PM
O

））
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。
本
論
で
は
同
盟
が
五
六
年
に
複
数
回
、
各
県
支
部
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

や
会
議
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
を
利
用
し
た
。
加
え
て
、
五
六
年
五
月
に
行
わ

れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
同
盟
指
導
部
が
ま
と
め
た
史
料
が
、
プ
ロ
コ
ッ
プ
の
著
作

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。„Enquete über die Lage der Intelligenz der D

D
R

 vom
 

19. M
ai 1956“ , in: Prokop, 1956, S. 313-326. 

た
だ
し
こ
の
記
録
は
発
言
者
や

時
期
、
場
所
な
ど
が
し
ば
し
ば
省
略
さ
れ
て
い
る
た
め
、
補
足
的
な
利
用
に
留

め
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
文
化
同
盟
の
会
員
を
便
宜
的
に
「
知
識
人
」
と
表
記
す

る
が
、
発
言
者
は
可
能
な
限
り
職
業
や
地
域
を
記
載
し
て
利
用
す
る
。
会
員
数
と

会
員
の
社
会
的
構
成
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。G

erd D
ietrich, „K

ulturbund“ , 

in: G
erd-R

üdiger Stephan et al. (H
rsg.), D

ie Parteien und O
rganisationen der 

D
D

R: ein H
andbuch, B

erlin 2002, S.530-559. H
ier S.559.

  （
８
） 

父
親
に
つ
い
て
は
、Prokop, Ich bin zu früh geboren, S. 9

、
母
親
の
影
響
に
つ

い
て
は
、Ebd., S.12
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、Ebd., S.14-15.

を
参
照
。
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  （
９
） V

gl. Ebd., S.18.　

  （
10
） 
参
照
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
『
ベ
ル
リ
ン
文
化
戦
争
―

一
九
四
五
〜
一
九
四
八
／
鉄
の
カ
ー
テ
ン
が
閉
じ
る
ま
で
』
福
本
義
憲
訳
、（
法

政
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）、
六
三
頁
。

  （
11
） V

gl. Sieber, W
alter Janka und W

olfgang H
arich, S.30.

  （
12
） V

gl. Prokop, Ich bin zu früh geboren, S. 19 und 33. 

ま
た
、
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・

レ
オ
ン
ハ
ル
ト
『
戦
慄
の
共
産
主
義
―
ソ
連
・
東
独
か
ら
の
脱
出
』
高
橋
正
雄

／
渡
辺
文
太
郎
訳
、
月
間
ペ
ン
社
、
一
九
七
五
年
）、
二
八
一
‐
二
八
六
頁
も
参

照
。

  （
13
） V

gl. Prokop, Ich bin zu früh geboren, S.59.

  （
14
） 

参
照
、
北
村
実
「
ハ
ー
リ
ヒ
と
ル
カ
ー
チ
」、『
社
會
科
學
討
究
』
四
三
号

（
一
九
九
七
年
）、
一
六
一
‐
一
八
七
頁
、
特
に
一
六
四
‐
一
六
五
頁
。

  （
15
） 

戦
後
の
東
ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
境
と
さ
れ
た
オ
ー
ダ
ー
・
ナ
イ
セ
線
へ
の
反

対
は
、V

gl. H
arich, K

eine Schw
ierigkeiten, S.8-10. 

ま
た
西
ド
イ
ツ
の
西
欧
統

合
と
「
夕
べ
の
国
（
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
）」
思
想
が
ド
イ
ツ
の
一
体
性
を
毀
損

す
る
と
批
判
し
た
論
説
も
参
照
。H

arich, „»A
bendland« oder nationale Sou-

veränität? D
er K

osm
opolitism

us – eine tödliche G
efahr für das deutsche Volk 

(N
ovem

ber 1949)“ , in: H
arich, Frühe Schriften:Teilband 3: D

er W
eg zu einem

 

m
odernen M

arxism
us (Schriften Aus D

em
 N

achlass W
olfgang H

arichs), B
a-

den-B
aden 2018, S.1314-1327.

  （
16
） V

gl. Prokop, Ich bin zu früh geboren, S.307.

  （
17
） 

党
は
ヘ
ー
ゲ
ル
を
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
す
る
貴
族
的
反
動
」
と
位
置
づ
け
、
そ

の
重
要
性
を
認
め
な
か
っ
た
。
対
し
て
、
ハ
ー
リ
ヒ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
が
一
九
世

紀
前
半
に
有
し
て
い
た
進
歩
的
な
要
素
を
認
め
、
ド
イ
ツ
の
国
民
的
な
文
化
遺

産
と
し
て
批
判
的
に
受
け
継
ぐ
べ
き
だ
と
論
陣
を
張
っ
た
。V

gl. H
arich, „H

e-

gel-D
enkschrift von W

olfgang H
arich“ , in: Prokop, Ich bin zu früh geboren, 

S.195-222.

  （
18
） V

gl. Ebd., S.68.

  （
19
） V
gl. Ebd., S.68-69. 

  （
20
） V

gl. H
arich, „Vorschläge zur Verbesserung der Presse in der D

D
R“ , in: Ebd., S. 

224-242.

  （
21
） V

gl. D
ers., K

eine Schw
ierigkeiten, S.23.

  （
22
） W

alter U
lbricht, „Ü

ber den X
X

. Parteitag der K
om

m
unistischen Partei der 

Sow
jetunion“ , in: N

eues D
eutschland vom

 4.3.1956.

  （
23
） 

党
大
会
直
後
に
東
ド
イ
ツ
国
内
で
は
政
治
犯
二
万
五
〇
〇
〇
人
が
刑
期
満
了
前

に
釈
放
さ
れ
た
。V

gl. H
erm

ann W
eber, „Eine Zeit der Problem

e und des 

Ü
bergangs. D

ie D
D

R
 im

 Jahr 1957“ , in: A
lexander G

allus / W
erner M

üller 

(H
rsg.), Sonde 1957. Ein Jahr als sym

bolische Zäsur für W
andlungsprozesse 

im
 geteilten D

eutschland, B
erlin 2010, S.29-53, hier S.42-43. 

さ
ら
に
、
か
つ

て
「
社
会
主
義
に
至
る
ド
イ
ツ
特
殊
な
道
」
を
提
唱
し
て
い
た
党
の
幹
部
ア
ン
ト

ン
・
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
の
名
誉
回
復
が
七
月
に
行
わ
れ
た
。
加
え
て
、
投
獄
さ
れ
て

い
た
党
の
幹
部
パ
ウ
ル
・
メ
ル
カ
ー
が
一
月
に
釈
放
さ
れ
、
七
月
に
名
誉
回
復
措

置
が
取
ら
れ
た
。

  （
24
） G

ustav Just, Zeuge in eigener Sache, Frankfurt a. M
. 1990, S.75. 

ナ
ト
ー
リ

ン
派
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
一
労
働
者
党
の
守
旧
派
を
指
す
。
参
照
、
伊
東
孝
之
／
井

内
敏
夫
／
中
井
和
夫
編
『
新
版
世
界
各
国
史
二
〇
―
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
・
バ
ル
ト
史
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
三
七
六
頁
。

  （
25
） G

ustav Just, „D
ie bitterstrengen M

usenhüter oder über die Einseitigkeit ge-

w
issen K

unstdoktrin“, in: Sonntag vom
 21. 10. 1956.

  （
26
） B

A
rch., SA

PM
O

, D
Y

27 3016 „Protokoll der außerordentlichen B
ezirkslei-
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tungssitzung vom
 20.3.1956“, 

ペ
ー
ジ
番
号
な
し
、
発
言
者
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。

  （
27
） B

A
rch., SA

PM
O

, D
Y

27 7531, „Erfurt B
ericht 28/9.56“ , 

ペ
ー
ジ
番
号
な
し
。

  （
28
） 

例
え
ば
、
現
実
離
れ
し
た
低
す
ぎ
る
不
良
率
の
設
定
に
対
し
て
、
ロ
イ
タ
ー
ス

ド
ル
フ
の
綿
工
場
の
技
師
二
名
か
ら
苦
情
が
訴
え
ら
れ
た
。V

gl. „Enquete“ , in: 

Prokop, 1956, S. 318.

  （
29
） B

A
rch.,SA

PM
O

,D
Y

27 7531, „B
rief an K

oll. Schulm
eister v.29.9.56“, 

ペ
ー

ジ
番
号
な
し
。

  （
30
） V

gl. K
arl K

neschke, „M
ehr Verantw

ortung nach unten“, in: Sonntag, vom
 1. 7. 

1956.

  （
31
） B

A
rch., SA

PM
O

, D
Y

27 7531, „B
ez. Schw

erin. Stichw
ort: G

esetzlichkeit“ , 

ペ
ー
ジ
番
号
な
し
。
下
線
原
文
マ
マ
。

  （
32
） Ebd., „B

ez. Erfurt. B
ericht Langensalza, 19.10.56“ , 

ペ
ー
ジ
番
号
な
し
。

  （
33
） V

gl. H
arich, „H

em
m

nisse des schöpferischen M
arxism

us (Sonntag vom
 

15.4.1956)“ , in: Frühe Schriften, S. 2109-2116.

  （
34
） V

gl. G
rim

m
, Ahnenpaß, S.264.

  （
35
） V

gl. Prokop, 1956, S.137-138.

  （
36
） V

gl. H
arich, K

eine Schw
ierigkeiten, S.47-48.

  （
37
） V

gl. Prokop, Ich bin zu früh geboren, S.92.

  （
38
） V

gl. H
arich, K

eine Schw
ierigkeiten, S.43-46.

  （
39
） V

gl. Ebd., S.72-75. 

Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
接
触
は
ハ
ー
リ
ヒ
の
独
断
で
行
わ
れ
、
ヤ
ン
カ

や
ユ
ス
ト
は
こ
の
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

  （
40
） V

gl. H
arich, K

eine Schw
ierigkeiten, S.61.; Prokop, Ich bin zu früh geboren, 

S.98. 

た
だ
し
、
メ
ル
カ
ー
は
計
画
へ
の
態
度
を
明
確
に
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

  （
41
） V

gl. Prokop, 1956, S.157.

  （
42
） V

gl. H
erzberg, Anpassung und Aufbegehren, S.491. 

た
だ
し
経
済
改
革
に
つ
い

て
は
、
ハ
ー
リ
ヒ
と
交
流
の
あ
っ
た
党
員
の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル

ガ
ー
が
後
か
ら
加
筆
し
て
い
る
。V

gl. Prokop, 1956, S. 184-192.

  （
43
） V

gl. H
arich, K

eine Schw
ierigkeiten, S.80-82; Prokop, 1956, S.192-207.

  （
44
） 

こ
の
史
料
は
、H

arich, „Ü
ber die B

esonderheiten des deutschen W
egs zum

 

Sozialism
us“ , in: utopie kreativ, H

.78(1997), S.53-66

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

タ
イ
プ
用
紙
一
三
頁
半
の
短
い
覚
書
で
、
史
料
を
発
見
し
た
チ
ェ
ル
ニ
ー
は
こ

の
覚
書
の
成
立
を
五
六
年
七
月
ご
ろ
と
推
定
し
て
い
る
。V

gl. Č
erný, „Einfüh-

rung‟.

  （
45
） V

gl. H
arich, „Ü

ber die B
esonderheiten‟, S. 55.

  （
46
） Ebd.

  （
47
） V

gl. Ebd., S.56.

  （
48
） V

gl. Ebd., S.57-58.

  （
49
） V

gl. Ebd., S.60.

  （
50
） Ebd.

  （
51
） Ebd. 

  （
52
） V

gl. Ebd., S.61-62 und 65.

  （
53
） 

ハ
ー
リ
ヒ
は
回
想
で
五
五
年
に
最
初
の
草
稿
が
完
成
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ

の
草
稿
は
残
っ
て
い
な
い
。
現
在
残
っ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
の
成
立
時
期
に
つ
い

て
、
著
作
集
の
編
集
者
ハ
イ
ア
ー
は
五
六
年
春
、
ヘ
ル
ツ
ベ
ル
ク
は
五
六
年
初

夏
と
推
測
し
て
い
る
。V

gl. Prokop, Ich bin zu früh geboren, S. 291; H
erzbe-

rg, Anpassung und Aufbegehren, S.491.; H
arich, „M

em
orandum

（Frühjahr 
1956“  in: H

arich, Schriften zur Politik (Schriften aus dem
 N

achlass W
olfgang 

H
arichs 15), B

aden-B
aden 2021, S.179-218. 「

メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
は
五
六
年
春

か
ら
プ
ー
シ
キ
ン
と
の
対
談
ま
で
に
何
回
か
書
き
直
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
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在
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
タ
イ
プ
用
紙
二
七
枚
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
論

は
著
作
集
の
テ
ク
ス
ト
に
依
拠
し
て
い
る
。

  （
54
） V

gl. Ebd., S.179-193.

  （
55
） Ebd., S.197.

  （
56
） V

gl. Ebd., S.205.

  （
57
） V

gl. Ebd., S.208.

  （
58
） V

gl. Ebd.

  （
59
） V

gl. Ebd., S.207.

  （
60
） V

gl. Ebd., S.205-206.

  （
61
） Ebd., S.212.

  （
62
） 

付
録
二
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
著
作
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。H

arich, „D
ie H

auptfehler 

in der Politik der SED
 (1956)“,  in: Schriften zur Politik, S.218-222. 

二
つ
目
の

付
録
で
は
、
ハ
ー
リ
ヒ
は
東
ド
イ
ツ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
境
線
を
再
度
変
更
し
、

一
部
の
「
東
方
領
土
」
を
東
ド
イ
ツ
に
返
還
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
。D

ers., 

„Zur Frage der G
renzregelung (1956)“ , in: Ebd., S.222-225.

  （
63
） 

こ
の
建
白
書
は
、
ハ
ー
リ
ヒ
の
自
伝
で
「
社
会
主
義
に
至
る
ド
イ
ツ
特
殊
な
道
の

た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
出
発
点
）」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
初
め
て
公
開
さ

れ
た
。H

arich, K
eine Schw

ierigkeiten, S.111-160. 

し
か
し
、
本
論
で
は
連
邦
文

書
館
の
ウ
ル
ブ
リ
ヒ
ト
・
ビ
ュ
ロ
ー
に
残
っ
て
い
る
、B

A
rch., SA

PM
O

, D
Y

30 

3372, B
l.274-306

の
原
典
を
参
照
し
た
。
こ
れ
は
ハ
ー
リ
ヒ
逮
捕
時
に
押
収
さ
れ

た
も
の
で
、
タ
イ
プ
用
紙
三
三
枚
の
論
考
で
あ
る
。
以
下
で
引
用
先
を
示
す
場
合

は
こ
の
史
料
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。

  （
64
） V

gl. B
A

rch., SA
PM

O
, D

Y
30 3372, B

l.274.

  （
65
） Ebd., B

l.276.

  （
66
） V

gl. Ebd., B
l.282.

  （
67
） V

gl. Ebd., B
l.287-288.

  （
68
） V

gl. Ebd., B
l.292.

  （
69
） V

gl. Ebd., B
l.292-293.

  （
70
） V
gl. Ebd., B

l.293.

  （
71
） V

gl. Ebd.

  （
72
） V

gl. Ebd.

  （
73
） V

gl. Ebd., B
l.299-300.

  （
74
） V

gl. Ebd., B
l.303.

  （
75
） V

gl. Ebd., B
l.305-309. 

な
お
、
本
論
で
扱
っ
た
三
つ
の
論
考
で
は
、
一
九
五
二
年

の
「
ド
イ
ツ
統
一
に
関
す
る
覚
書
」（
い
わ
ゆ
る
「
ス
タ
ー
リ
ン
・
ノ
ー
ト
」）
に

関
す
る
言
及
は
全
く
な
か
っ
た
。

  （
76
） V

gl. Ebd., B
l.306.

  （
77
） 

ハ
ー
リ
ヒ
の
主
張
は
、
一
九
五
三
年
六
月
九
日
に
宣
言
さ
れ
た
Ｓ
Ｅ
Ｄ
の
政
策
転

換
（「
新
コ
ー
ス
」）
を
完
遂
す
る
こ
と
を
訴
え
、
法
的
安
定
性
を
求
め
て
い
る
点

で
、
五
三
年
の
六
月
事
件
前
後
の
知
識
人
た
ち
の
要
求
を
一
部
受
け
継
い
で
い

た
。
こ
の
時
期
の
知
識
人
た
ち
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
伊
豆
田
俊
輔
「
東
ド
イ
ツ

一
九
五
三
年
「
六
月
一
七
日
」
と
知
識
人
た
ち
―
文
化
同
盟
の
改
革
運
動
を
中
心

に
」、『
ド
イ
ツ
研
究
』
四
九
巻
、（
二
〇
一
五
年
）、
一
一
一
‐
一
三
四
頁
を
参

照
。 

た
だ
し
、
五
三
年
に
は
知
識
人
た
ち
は
文
化
同
盟
を
通
じ
て
結
束
し
て
行
動

す
る
こ
と
で
党
指
導
部
と
妥
協
し
、
体
制
内
改
革
が
上
手
く
進
ん
だ
点
で
、
五
六

年
と
は
異
な
る
帰
結
に
至
っ
た
。

  （
78
） V

gl. Ebd., B
l.274.

  （
79
） 
民
族
的
色
彩
の
強
い
共
産
主
義
思
想
と
し
て
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ

ム
」
や
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
」
と
の
比
較
検
討
も
、
今
後
の
検

討
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
ク
ル
ト
・
ゾ
ン
ト
ハ
イ
マ
ー
『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
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の
政
治
思
想
』
河
島
幸
夫
／
脇
圭
平
訳
、（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、 

一
九
七
〇
年
）、

一
二
六
‐
一
二
九
頁
、
参
照
。

（
い
ず
た　

し
ゅ
ん
す
け 

・ 

獨
協
大
学
准
教
授
）


